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平成26年度　指定管理者制度モニタリング結果報告書

三浦しらとり園

横須賀市長沢4-13-1

http://www.kanagawa-id.org/seiwa/shisetu/shiratori/

神奈川県立の知的障害児及び障害者支援複合施設に関する条例

総合評価

Ａ

<管理運営等の状況>
　短期入所の延べ日数は昨年度の2,553日に比べ、今年度は3,178日と約25％の増加
で、横須賀、三浦圏域での在宅支援の拠点的な役割を果たしていると評価できる。
　26年4月より自主事業である相談支援事業所を立ち上げ、計画相談支援及び障害児
相談支援を実施した。26年度末で契約者数は82名となっている。
<利用状況>
　障害児９名の入所（いずれも措置入所）や４ヵ所の児童相談所からの緊急一時保
護の要請のため８名の児童を延べ169日間受け入れた。また民間障害者支援施設の改
築にあたり、行動障害のある男性利用者を約2ヶ月間、居室を改修する等工夫し、短
期利用で受け入れた。
<利用者の満足度>
　家族に対し、利用者支援に関するアンケートを実施した。様々な意見が寄せられ
たが、概ね満足との評価を得ている。
<収支状況>
　収支のバランスは良好である。26年度より相談支援事業を開始、自主事業収入を
得ている。
<苦情・要望等>
　利用者家族より指摘を受けた際は、その都度、真摯に受け止め、適切に対応し、
解決を図っている。
<事故・不祥事等>
　打撲や骨折、裂傷などの外傷が増えてきている。骨折の原因は転倒によるものが
多く、見守りの強化や床を柔らかな素材に張り替える等の対応を行っている。
<今後の方針等>
　充実した医療体制、受け入れ困難な障害児者の受け入れ、地域移行への取組みを
引き続き担ってもらいたい。

Ｓ：極めて良好な管理運営
状況
Ａ：良好な管理運営状況
Ｂ：一部改善が必要な管理
運営状況
Ｃ：抜本的な改善が必要

月例業務報告
確認

障害者総合支援法第5条11項に規定する障害者支援施設
及び児童福祉法第42条第1項規定する福祉型障害児入所施設

社会福祉法人清和会

Ｈ23.4.1～Ｈ33.3.31 障害サービス課

総合的な評価の理由と今後の対応

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

特記すべき事項等があった場合はその内容

指導・改善勧告等の内容

http://www.kanagawa-id.org/seiwa/shisetu/shiratori/


４．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

〔　参考：自主事業　〕

事業計画の提案内容 実施状況等
相談支援事業を平成26年4月1日から実施 平成26年4月1日より事業を実施

特定相談支援事業は年間78名の計画作成、障害児相談
事業は年間2名の計画作成を行った。

施設の生活水準の改善 27年3月に居住棟屋上の防水工事が完
了。居住性の向上やプライバシーの
確保の観点から、２部屋について大
規模な改修を行った。

地域との連携体制を構築するため、
利用者の地域移行を図る。

児童課利用者が初めて法人のグルー
プホームに移行することができた。

利用者サービスの向上への取り組み 身体拘束ゼロに向けた取り組みを継
続し、25年4月から26年度末までに15
名の利用者の身体拘束が解除され
た。

診療所の医療水準の維持 診療所業務を社会福祉法人湘南福祉
協会（湘南病院）に業務委託、医療
水準維持確保に向け、取り組んでい
る。内科検診、歯科検診、尿検診、
耳鼻科検診等を実施し、健康管理を
支えている。

事業計画の提案内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

職員配置、経費削減等の観点からの
効率的な施設運営

引き続き給食調理部門、洗濯部門を
委託方式として運営を行う。新規採
用職員17名を配置、３月の時点から
研修を行い、寮職員に必要な技術習
得を目指した。



５．利用状況

〔目標値設定根拠〕

〔　参考：最大利用可能人数　〕

※1　原則は人数だが、施設の状況等により変更は可能。単位を変更した場合はその理由

※2　現指定期間より前の状況について参考として記載。(既に指定管理者制度を導入していた場合は期間中の平均値)

６．利用者の満足度

実施した調査の配付方法 回収数／配付数 ／ ＝

配付(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

総合満足度の
回答数

回答率

前年度の
回答数

回答率の
対前年度比

満足
どちらかと

いえば

満足

どちらかと
いえば

不満
不満 合計

満足、不満に回答があった
場合はその理由

利用者に直接配布

満足度調査の
実施内容

協定等に定めた調査内容 実施結果と分析
簡易調査、定期調査の実施 定期的にオンブズパーソンが来園し、利用者

との意見交換を行った。利用者家族に対し、
満足度調査を実施。概ね満足との評価を得て
いる。

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～90％未
満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満

※重度の知的障害のため、４段階評価による満足度の評価は困難である。―

％ ％稼働率

88 40

％ ％ ％

合　計

定　員

年間利用可能日数

最大人数※１ 0 91,155

施設入所(成人) 施設入所(児童) 生活介護 自立訓練

95 40

365 365 365 244

32,120 14,600 34,675 9,760

利用者数※１

対前年度比

目　標　値

目標達成率

Ａ

≪評価の目安≫目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未
満　Ｂ：85％以上～ 100％未満　Ｃ： 85％未満　目標値を設定していない場合は対前年
度比。社会福祉入所施設と県営住宅については評価を行わないこともできますが、「目
標値」欄には代わりに定員数等を記載してください。

〔参考〕直営／管理
委託／指定管理※２ 前々年度 前年度 平成26年度

43,891 42,611 41,084 41,271

96.4% 100.5%

評価



７．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

（１）収入

〔参考〕年度計画

指定管理料

利用料

その他収入

合計

対前年度比

対　計画比

（２）支出

〔参考〕年度計画

支出額

(内　納付金　)

対前年度比

対　計画比

（３）収支

〔参考〕年度計画

収支差額

対前年度比

※　現指定期間より前の状況について参考として記載。(既に指定管理者制度を導入していた場合は期間中の平均値)

※ の欄は記入不要。

〔　参考：県が支出した修繕工事費　〕 ※県が支出する計画修繕工事・各所営繕工事等に係る修繕費

（　基本協定において県が負担することとしている修繕費等： 円以上 )

〔　参考：資本的な収入及び支出等の状況　〕

550,580

550,580

1,431,846

-881,266

収入合計／支出合計の比率 38.5%

平成27年1月 301

金額（千円） 内　容（金額）

収　入

支　出

積　立 20,000 修繕費積立

- 241.5% 20.3%

104.0% 111.4% 102.1%

非常用発電機（畜電池）触媒栓交換

平成27年2月 4,785 非常用放送装置交換

時期(年・月) 金額（千円） 工事箇所・内容（金額）

1,196,999 1,121,771 1,216,129

105.6% 96.0% 98.4%

238.8% 91.3% 101.8%

99.6% 100.6% 100.3%

7,794 1,919 4,668

1,314,527 1,200,323 1,221,752

665,526

51,028 123,226 24,988

1,263,499 1,077,097 1,196,764

88.2% 85.2% 111.1%

576,736 581,959

641,207 621,668 635,125

1,320,222 1,193,292 1,218,284

〔参考〕
直営／管理委託
／指定管理※

前々年度 前年度 平成26年度 備考

評価 ≪評価の目安≫
収入合計／支出合計の比率が　Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満　Ｂ
(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超えるマ
イナスが生じている)：85％未満Ａ

123,223 71,521 2,155



８．苦情・要望等

2 件

件

1 件

件

1 件

件

件

件

※指定管理者に起因するものは必ず記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

９．事故・不祥事等

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事に関して改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

①横須賀市指導監査課より「園の歯科の予約
が取りづらくなったと某事業所より電話が
あったが実際はどうなのか？」との連絡あ
り。

①県の障害歯科診療体制に
おける横須賀市の2次歯科診
療と3次歯科診療について出
向いて説明、優先事項につ
いて説明する。

分野 報告件数 概要

①カーテンが死角となり、居室に障害児がい
るにも関わらず、居室を施錠してしまった。
（他利用者が居室に入らないようするため）
家族にその旨報告したところ「施錠の理由に
ついて」説明を求められる。

①ガラス窓を割れない材質にするなど浴室脱衣所の環
境整備の改善を図る。

平成27年
3月8日

切り傷にて救急医療セン
ターへ通院、ステープラー
で5針縫合処置。

バランスを崩しベッ
ドから転落したこと
が想定される。

①ベッドの両サイドのマットを敷く。スチール製の角
をパット等で保護する。

原因・問題点
①指定管理者の対応状況(再発防止策・業務改善策等)

②県の対応状況(随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・改善勧告の実施等)

平成26年
10月22日

右手薬指の腫れを確認、レ
ントゲン検査の結果、「右
手薬指末節骨折」と診断さ
れる。

骨折の原因は不明 ①本人の小さな変化を見落とさないこと、必ず小さな
ことも引き継ぐ支援を徹底する。同時に本人居室環境
でクッションを敷いていない箇所等改良する。

平成26年
12月17日

ガラス窓を強く押した際に
ガラスが割れ、右手首に長
さ３cm深さ0.5cm程の裂傷
ができる。

ハード面の問題

発生日 事故等の概要

職員対応

事業内容

その他

対応状況

口頭 ①トイレの改修を要望
②雨水の排水溝からの騒音

①理事長、施設長と協議
し、設置する方向で調整す
ることとなる。
②業者に防音工事を依頼。

施設・設備

手紙

電話

①翌日両親が来園した際に
今後は在室かどうか確認す
る旨職員より説明し、謝罪
する。


